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▼
特
集
企
画
の
阿
部
昇
先
生
と
安
田
恭
子
先
生

に
よ
る
対
談
は
、い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
教

室
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も
が
い
ま
す
。
そ
ん

な
子
ど
も
た
ち
に
確
か
な
国
語
力
を
つ
け
る
た
め

に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
お
二
人
に
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
感
想
、
ご
意
見
を
賜
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
本
絵
本
賞
は
、
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
と
毎
日
新
聞
社
の
協
賛
に
よ
り
、

絵
本
芸
術
の
普
及
、
絵
本
読
書
の
振
興
、
絵
本
出
版
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
第
10
回
の
受
賞
作
に
、
小
学
校
国
語
教
科
書

編
集
委
員
の
今
江
祥
智
さ
ん
の
作
品
『
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
』（
長
谷
川
義
史
／
絵
・

Ｂ
Ｌ
出
版
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。『
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
』
は
、
光
村
図
書
の
国
語

教
科
書
四
年
（
上
）
の
巻
末
の
「
言
葉
の
森
」
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
字
を
覚
え

た
ば
か
り
の
侍
の
子
ど
も
の
お
さ
ら
い
か
ら
起
こ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
、
リ
ズ
ム
感

あ
る
文
章
で
表
現
し
た
躍
動
感
の
あ
る
作
品
で
す
。
大
胆
な
構
図
の
絵
も
見
ご

た
え
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
研
究
会
の
ご
案
内
】

開
催
日

平
成
十
七
年
六
月
十
七
日
（
金
）

会
　
場

盛
岡
市
立
仁
王
小
学
校

テ
ー
マ

授
業
の
改
善
　
〜
自
ら
か
か
わ
り
学
び
ゆ
く
子
ど
も
が
育
つ
授
業
〜

内
　
容

公
開
授
業
（
各
教
科
、
領
域
、
特
別
支
援
教
育
）、
開
閉
会
行
事
、

全
体
研
究
会
、
分
科
会
研
究
会

連
絡
先

盛
岡
市
立
仁
王
小
学
校

〒
〇
二
〇-

〇
〇
一
五
　
岩
手
県
盛
岡
市
本
町
通
二-

十
八-

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
九
（
六
二
三
）
四
二
一
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
九
（
六
二
三
）
四
二
一
六

http://w
w
w
.ictnet.ne.jp/̃niou.es/

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
は
、
弊
社
「
個
人
情
報
保
護
方
針
」
に
則
り
、
適
切

な
管
理
・
保
護
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
光
村
図
書
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
光
村
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。http://w

w
w
.m
itsum

ura-tosho.co.jp/
広
報
誌
の
配
送
停
止
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
手
数
な
が
ら
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

〒
一
四
一-
八
六
七
五

東
京
都
品
川
区
上
大
崎
二-

一
九-

九

光
村
図
書
・
広
報
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
（
三
四
九
三
）
三
九
四
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
三
四
九
三
）
五
四
八
三
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